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一

　アメキンソンとスティグリッツの共著Lectures on Public Economics,

McGraw-Hill Book Company （UK）Limited, 1980では，租税帰着の分

析において種々の新たな展開がみられる. Harberger （1962）以来よく論

じられてきた静学帰着の分析においては, Jones（1965）の一般均往iモデル

が用いられている･本稿は，静学帰着に関するアトギンソン＝スティグリ

ッツの分析（前掲書,Lecture 6）における一種の回題練習として，各種の部

分的な税をすべてモデルに導入して，一般式を一度に求めてみたものにす

ぎない．ひとたびこの種の式を山,しておけば，あとはこれを用いて程々の

租税の帰着式を簡単に導ける．

　　　　　　　　　　　L　モ　　デ　　ル

　ここで想定する経済は，二部門二要素の静学モデルである．生産物とし

てはχ， Yの2つを，要素としては労働，資本の2つを，それぞれ仮定

する．労働と資本の供給は，いずれも一定であると仮定する．この意味で，

モデルは静学である．市場については完全競争を仮定する，この仮定には，

各要素が企業間，産業間で自由に移動してその税引価格が均等化すること

や，価格については生産物価格はもちろん，要素価格も伸縮的で，要素は

完全に雇用されることを含みにしておきたい．このような競争条件のもと

＊例によって本学の渡部教授には大変お世話になった．教授には幾度となく疑問を

　呈して教示を仰いだ．厚くお礼申上げる．もちろんこの稿の責任は私にのみある．
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で各企業が利潤極大化行動をとるものとすれば，個々の企業は長期平均費

用の最低点て均衡を達成させることになる．産業全体の産出量が増加する

と，使用される要素投入量はそれに比例する．　したがって産業全休につい

て考えた生産関数は, 1次同次の性質を示すことになる．消費者の効用関

数については，各人は同一のものをもつと仮定し，消費者全体をひとりの

消費者のように扱おう・

　さて，このモデルを方程式の形で示すことにしよう．まず，要素市場に

ついてその均衡を記述する2つの方程式

　（1）貼^X十亀yY＝£

　（2）aχχχ十収rY＝K

から述べよう．ここでX, Yはそれぞれ生産物X，Yの量とする. L, K

はそれぞれ労働，資本の量であり，ここでは仮定によりいずれも一定であ

る･亀xは生産物X 1単位の生産に必要な労働量. 亀yは生産物Y工単位

の生産に必要な労働量とする．また敗x，敗yはそれぞれX，Y 1単位の

生産に必要な資本量とする．これらの方程式の左辺は，各要素に対する需

要を表し，右辺は各要素の供給を表す．したがってそれらは，要素市場の

均衡を記述している．

　つぎに，生産物市場の方程式について述べよう．まず，完全競争におけ

る生産物の供給を記述する2つの方程式

　（3）亀xP与十収x沢x＝八

　（4）亀rT'Fr十叙rRr=pY

をあげることにしよう．ここでWx，WyはそれぞれX財部門, Y財部

門が労働1単位の使用に対して払う費用，すなわち税込みの賃金率とする．

また尺x, 刃yはそれぞれX財部門，了財部門が資本1単位の使用に対し

て払う費用，すなわち税込みの利潤率とする．　これらの方程式の左辺は，

各生産物の平均費用を表すが，生産関数に1次同次を仮定するから，同時
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にそれは限界費用をも表す．右辺のPx, Pyはそれぞれ生産物X, Yl単

位の生産により各部門の企業が受取る収入，すなわち税引きの生産物価格

とする．完全競争のもとでは，市場メカニズムをづうじて企業の超過利潤

は自動的にゼロになる．いいかえると，売上収入（税引きの）はすべて要

素費用として支出される．前述の方程式（3）, （4）は，生産物1単位に

ついてみたこのような条件を記述している．

　つぎに，生産物市場の需要側を記述する方程式を立てねばならない．そ

の際，政府の需要を組入れる上で，さらに大幅な単純化を行うことにする．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dすなわち，政府も民間消費者と同一の効用関数をもつものと仮定する．す

ると，各生産物に対する需要は，ただひとつの社会的効用関数から出てぐ

るものとして扱える．　生産物X, Yに対する通常の需要関数はそれぞれ

　（5）XこX（焉,Py,M）

　（6）Y＝Y（Pχ，Py, M）

　　　　2)と表せる．　ここでPχ，Prはそれぞれ消費者が生産物X, Yの購入に対

して払う税込価格とする．　また訂は可処分所得て, M＝ivL十rK十Fと

する，ただしωは税引賃金率, rは税引利潤率，そして尹は政府から家

1)この仮定は,政府が徴収した税収をそのまま民間家計に返すと仮定することiと

　等しい．この仮定のもとでは,徴収された税収は政府によって財の購入に支出さ

　れても，それが民間家計にそのまま返されて家計によって財の購入に支出されて

　も，社会全体としての財に対する支出パターンは変らない．したがってこの仮定

　は,政府が税収を移転支出として家計に支出すると仮定することに等しい．政府

　が税収を家計に移転するということは，いいかえると，その税の収入に等しい額

　の定額税を軽減するということであり，さらにいいかえると，定額税に代えてそ

　の税を用いるということである．したがってその意味でわれわれはここで「差別

　帰着」（differentialincidence）を考察していることになる.

2）需要数として補償つき需要関数

　　　　y一加（Pa-，Py、U)
　　　　゛―贈ご―　　　二　　一　尚

　　　　　＿de（几, Pr，U）　　　　∧
　　　　Y一一一一一一　　　　　　　　　oPr

　を用いることもできる．ここではaは支出関数, びは効用水準である．
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計に支出される移転支出で，それはここでは仮定により各種の租税の収入

の合計に等しい．

以上，各種の市場を記述する方程式を立てたが，さらに税率をめぐる問

題を処理せねばならない．租税を導入すると，価格について税引きと税込

みを区別せねばならない．納税は，経済主体にとって費用（あるいはマイナ

スの収入）である．販売物が課税対象とされる場合，売手が関心をもつの

は，その税引価格である．要素提供者であれば，要素の税引価格に，生産

者であれば，生産物の税引価格に，それぞれ関心をもっている．購入物が

課税対象とされる場合，買手が関心をもつのは，税込価格である．生産者

は要素の税込価格に，消費者は財の税込価格に，それぞれ関心をもってい

る．

　租税は，これを市場の需要側（買手）にかける場合と供給側（売手）にか

ける場合を考えることができるが，いずれの側にかけるかは，最終的な結

果に影響することではない．以下では，買手の側に課税すると仮定しよう・

これにより，買手の側では価格について税込みと税引きの区別が生ずるこ

とになる．各部門の各要素の税込価格（すなわち，生産者か要素1単位あたり

に支払う費用）と税引価格（すなわち,要素提供者が要素1単位あたりに受取る収

入）の開には，つぎの関係が成立する，

　　　　　皿^＝削1十なx）=ω十Srv

　　　　　Wy ＝lV（l十らj-）＝耀十Sly

　　　　　召χ＝べ1十なχ）＝r十亀χ

　　　　　沢.＝べ1十なY）＝r十Sky

ここで屁χ･ 屁Y，Ikχおよび脳rは，それぞれ各部門の各種の要素購入に

適用される従価税率でありI 亀y,Sr,Y,をxおよびSkyは，それぞれ前記の

従価税率に対応する従量税率である．

　生産物については，税込価格（すなわち，消費者が生産物1単位あたりに払

　　　　　　　　　　　　　　　　－84－



租税帰着の分析における一問題練習

う費用）と税引価格（すなわち,生産者が生産物1単位あたりから受取る収入）の

関係は，つぎのようになる．

　　　　八＝八（l ＋t^）＝八十Sr

　　　　-Pr＝加（l十ら）＝加十Sy

ここでなバrはそれぞれ生産物X,Yに適用される従価税率であり. Sx,

Syはそれぞれ前記の従価税率に対応する従量税率である．

　税率の変更は，従価税率であれ従量税率であれ，税込価格に同ヴ方向の

影響を与える．すなわち，税率の増減は，税込価格の増減につながる．そ

こで前述の税込価格と税引価格の諸関係は，単に係数をかける形に単純化

することが，計算の便宜上望ましい．すなわち，

　（7）W^≒tむ万八x-，八y≡1十臨－l十Six
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μV

　（8）Wy ＝wTj,Y,　nr≡トトtLY＝卜丿匹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耀

（9）i?x ＝r几x，八^≡1十iKX ＝l十r

（10）沢r ＝r几y，八y≡トトなr ＝l十Sky
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

　（11）巧＝八乙，乙≡レトtx ＝トトSx
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鏝

　（12）鳥＝加石，　八≡トト尚= 1十万……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pr

　　　　　3)と表せる．以下，これらの係数を「租税係数」と呼ぼう．

3)売手の側に課税されると想定すると，各種の税込価格と税引価格の関係は, つ

　ぎのようになる.

　　　　暇(l一位χ)＝Wχ一Slx=が

　　　　Wy(l－t,y)＝Wy－S£y＝W

　　　　Rχ(l－らぱ)＝沢χ一剱χ＝『

　　　　尺y(1一臨r)＝沢r一叙!'＝『

　　　　Pχ(l－む)＝Pχ－sχ＝鉛

　　　　Pr(一昂)＝Py－Sr＝加

　これらの諸関係を租税係数で表すと，それぞれつぎのようになる.
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　　　　　　　　　　　2.租税帰着の一般式

　前項のモデルから租税係数の変化と，労働と資本の問の所得分配の変化

とを関係づける式を導くことにする．このモデルでは仮定により要素供給

は一定であるから，帰着の尺度として税引要素価格比剛rを用いること

　　　　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，･ができる．ここではJones （1965）にしたがって，税引要素価格の変化率

の差，すなわち面う゛（⌒は変化率を意味するものとする．以下この記号を他の

変数の変化率を示す場合にも用いる）について解く方法を用いる. 必一戸が正

であれば，定額税から当該租税への代替が，労働所得のシェアを高め，資

本所得のシェアを下げるという解釈になりTO―゛が負であれば，その逆

の解釈になる･

　式（1）－（4）を変化率の形で表すと，それぞれつぎのようになる.

　（la）尨x又十几iY ―－（几X亀X十尨y瓦r）

　　　　　-f -f--^　　　一販xX　　一亀vY　　　　　ただし　臨χΞ‾で‾’尨r°‾･"L‾

　（2a）恥.v又十尨yY＝－（恥X恥X十λky恥y）

ただし　臨X≡
敗χχ　　＿敗rY
‾つ'<:‾'λこニ‾茫‾

付句＝iむT^x，Tix^一1一｡｡＝1十九_邑
　　　　　　　　　　　l－tLχ　＾’　剛

Wy ＝びT:,。T^y ＝1十iに
　　　耀

　　　Rχ－^八χ，Try≡.-し＝1十痩X
　　　　　　　　　　　　1 /　　　『

　　　沢y＝バTky，Tky三一一汗.＿l十厘と
　　　　　　　　　　　　l－/.v.　　　『

　　　几二八脊’八=几⊇べ十Px　　　ﾉ

　　　Pr=PyTy, 几= -^二≒Y十ｽｽﾞﾚ　　　　＼　　　　　‥

4』このモデルでは税引きの労働所得と資本所得の比は,wL/rKである．仮定に

　よりL, Kは一定であるから，この比はw斤に依存する．したがって，税引要

　素価格比をみることにより，税引分配率をみることができる.
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(3a)∂,,^聡十Okχ食χ＝pχ－(呪χ侃χ十匈x恥x)

　　　　'゛し　∂　一亀丿行　汐　一鰍゛扁　　　　ただし　∂lx ＝二号二，匈X= -.
　　　　　　　　　　　八　　　　　　八

(4a)心y律Y ＋OkyRy ＝py ー(心y砥y十匈y恥y )

こだL　θ　一亀μW与　θ　一心y尺yただし　　LY ＝一一二八万一，KY ＝－―T"ニー

これらの式で定義される脳（i＝L,K ; j = X,Y）は，要素jがj財部門

で雇用される割合である．また貼（i=L,K；j=X,Y）は，i財部門の費

用に占める要素削こかかる税込費用の割合，いいかえれば，i財部門にお

ける要素jの税込分配率である．

　ところで式（la）－（4a）は，その中の各種の貼（f＝L, K; j＝X, Y）を

代替の弾力性を用いて消去することにより

　（lb）尨x又十尨i'?'＝心χ（聡－i?χ）十Sly（ﾚ几丿Rr）

　　　　　ただし　心x≡λぶりがχ，心Y≡尨Y侭Y町

　（2b）八x又十臨rf ＝一Skx（限－i?χ）一臨y（↓≒丿?r）

　　　　　ただし　心χ≡λkxたぜχ，臨y≡八y乙y町

　（3b）暇丿‰十心xえ＝八

　（4b）ら,剛,十β．鳥＝彭

　　　　　　5)と変形できる．このことを以下に説明しよう．均衡状態では，要素間の技

術的代替率と要素価格比（税込みの）は等しい．　いいかえると，等量曲線

と費用線は接している．仮定により生産関数が1次同次であるから，産出

量1単位に対応する等量曲線についても，各部門でそれぞれ

－／堅且。唐血，すなわち雨がd亀^十刃バ鰍x＝O
　d侃χ　　Rχ

5）式（lb）,（2b）における心X，心Y，臨xおよび匈yの定義は, Vandendorpe

　and Friedlaender （1976, p. 227）による．これらは，各部門の代替の弾力性

　り，Orが正であるかぎり，正になる.
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　　　　　一寧席一刀呈，すなわちWy加j;r十RydOχΥ－0
　　　　　　ど亀Y　　Ry

が成り立つ．これらを変化率の形で表すと，それぞれ

　（13）心x亀χ十匈χ恥χ＝O

　（14）乾y亀,.十侭Y恥Y＝Q

となる。また均衡状態では，各要素の限界生産物の比とその価格比が等し

くなるから，産出量1単位でみたときの各部門の代替の弾力性(fX，吋は，

それぞれ変化率の形でつぎのようになる。

　　　　　　　a-χχ一≪iX　(15)aχ＝≒侶‾‾我…………

　　　　　　&K＼一一亀r　（16）町二号二万斎レ

　さて, （13）, （14）と（15）, （16）の間で各種の乱を敗または町で

表すことができふたとえば（13）と（15）の間で恥xを消去すると

　（17）亀x＝一匈バx（几一jχ）

が得られるぺ司じく（13）と（15）の問で亀χを消去すると

　（18）恥.Y＝乾がx(l几－Rχ）

が得られる．また, （14）と（16）の問でも同様にして

　（19）亀v ＝一BkyOy（斤y－Ry）

　（20）臨r ＝乾がべ爪.一Rr）

が得られる. （17）-（20）を（la）べ4a）の各種の匍に代入すると，前記の

　（1b）べ4b）が得られる．このようにして，前項の（TL）-（4）の式は，変

化率の形でそれぞれ（1b）-（4b）のように変形されることになる．

　さらに進んで，前項の式（5）, （6）を変化率の形で表すと，それぞれ

つぎのようになる．

-

88



　　　　　　　　租税帰着の分析における一問題練習

（5a) ヱ＝χχPχ十剱Y-I-Y十似彦

　　　　ただしSxx≡皇具> ≫χr三皇且. -Ox≡草葺

　（6a）ダ＝£rχ-Pχ十^YY-I-X十砂翁

　　　　ただし印 三ﾌﾟﾚｽ-Py龍一，ﾔﾖｺﾞﾀﾞ･器

ここで各種の≒（i＝X,Y;j ＝X,Y）はj財の価格に対するf財の需要

の弾力性，)?.■（沁X,Y）はj財の需要の所得弾力性である．

　前項の式（7）-（12）を変化率の形で表すと，それぞれつぎのようにな

る.

　（7a）叛＝心トづ‰

　（8a）聡＝かﾄﾂﾞ,y

　（9a）馬=r十八χ

　（lOa）馬寸十八r

　（lla）Px ＝収十八

　（12a）輿＝彭十六

　(1b)－(4b)における税込要素価格W^，Wr, RxおよびRrを税引要

素価格lu. rと租税係数几で表すために，これらに(7a)-(12a)を代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6)入すると，それぞれつぎのようになる．

　(lc)尨x又十乙i-?＝侃(面－り十心x(九x一穴い十心y(九y一穴Y)

　　　　　　ただし　心≡Slχ十8ly≡λx心バχ十尨y匈がy

　(2c)　尨,ズ十尨rf＝一心(面－り一臨x(几x一几χ)一心y(九y一穴y)

　　　　　　ただし　心≡心x十Sky≡恥χ心がχ十臨y几叫y

　(3c)侭x(面十几x)十敗xぐ＋Tし)＝八

　(4c)呪r(仙十九r)十敗Yヱ十八y)＝Py
-

6）式（lc）, （2c）におけるOl, Orの定義は, Jones （1965, p. 561）による．

　これらはOx. "I'がゼロでないかぎり，正になる．

-
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　すでに，前項の方程式は，変化率の形に変形されてしまっている. w一戸

について解く手順をさらに進めることにしよう.

　(1c)から(2c)を引いて, X一タについて解くと

　(lc-2c)t‾f勺と｢[(必一勾(心十Ok)十(心x十恥x)

　　　　　　　　　　　(fix一八χ)十(Sly十恥y)(几y一穴.)]

　　　　　ただし　図≡λi.T－れX＝'''KY一心r

　　　7)となる.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛･

　(3c)から(4c)を引いて，か一八について解くと

　(3c-4c) 良一乱＝圈(仙－わ＋呪/I＼x＋0KxT,cx

　　　　　　　　　　　一呪Y↑EY一(iKy予^r

　　　　　ただし　＼d＼Ξ呪x一亀yこ心y一心x

　　　8)となる.

　(5a)の両辺に駈を掛け, (6a)の両辺に駈を掛けて，その差をとる

と, 前が消去されることになり，次式が得られる．

　　　　砂t一似タニ(%x砂一町功x)戸x ＋(牡溥Y一行溥x)戸Y

7）（1C-2C）における|川について述べると，まず

　　　　λ£χ十几r＝l

　　　　λ£χ＋^-χY＝1
　という前提から，前者から後者を引いて整理すると

　　　　λI,X－λχχ＝λχr－λir
　が得られる．これを|判と定義する．図は行列式

ﾄﾞ臨

卜む

几.

λχY

　に相当する.

8）（3 c-4 c）における㈲について述べよう. Oむχ＋ひχχ-1および几Y十匈y

　=1という前提より，前者から後者を引いて

　　　　Oiχ^lY―^χΥ一Okχ
　が得られる．これを圈と定義する．川は行列式

　　　　　I呪χ Okx

　　　　　ﾌLt らry

に等しい．
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この式をさらに変形するため，まず，通常の（補償つきでない）需要の価

格弾力性町と神償つき需要の価格弾力性乱との関係≒＝乱－a/'?.- （た

だし町はブ財に対する支出の予算に占める割合）を利用する．これによ

り，上式の通常の需要の価格弾力性を補償つき需要の価格弾力性で表す，

そして，補償つき需要における直接弾力性と交叉弾力性の関係乱十乱＝0

を利用する．以上により

　　　　ηr又一万χダ三－^z,（良一一耳）

　　　　　ただし　一町≡砂糾χ十VxirY

　　　　　9）が得られる．ここで定義されるらは，効用関数か相似的（homothetic）

である場合（砂＝ηYぎL）には，社会全休の需要についての代替の弾力性

とでもいうべきものになる．この式における税込価格の変化率p ，pを

税引価格鉛, Pyと租税係数で表すため，それぞれに(lla）, （12a）を代

入すると，次式が得られる.

　（5a-6a）砂又一叩諜う－Oo［（八－か）十（几一穴）］

効用関数が顛以的である場合には，この式は

　（5a'-6a'）ヱーダ＝一万［（Atづい十（石一fy）］

となる．いまや式（lc-2c）, （3c-4c）および（5a-6a）（効用関数が擬似

的である場合には（5a'-6a'））から泌-rについて解くことができる．

　はじめに，紆心的な効用関数の場合について解いてみよう. （lc-2c）,

（3c-4c）および（5a'-6a'）の問で又－fと八一八を消去することによ

り，次式が得られる．

(22)忌‾戸ニ‾八工町田(慨x穴^十0KX-L KX

一 一

9）この式は脚注3の補償つき需要関数からも導き出せる．この点については

　Atkinsonand Stiglitz（1980,p. 168)を参照せよ．
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　　　　　　　一"lY ^ LY一Oky^ χy十丿χ－Ty)

　　　　　　　十(Slx十臨x)(Tlx一几x)十(Sly十臨y)(八y －TχΥ)]

　　　　　ただし　Å≡ら|割圈十心十心

　つぎに，一般的な効用関数の場合には, (5a'-6a')にかえて(5a-6a)

を用いることになるが，その左辺の系fにそれぞれηr，fixが掛るた

め. ヱー夕を消去するという方法をとることができない．そこでt, f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10)を個別に消去するという方法をとらざるをえない．もはやこの場合，(lc-

2c)は役立だないから，これを導く前の式，すなわち(lc)と(2c)を連

立させて，t, fについて解くと，それぞれつぎのようになる.

　(23)箇∩]U[(面一勾(ky心十λふ‰)

　　　　　　　　　　　　　　　　入　　〃　　　　　　十(λχΥ呪χ十八Y臨x)(^し－TKx)

　　　　　　十れy心Y ＋八Y心Y)(九Y一八y)]

　(24)　ダ1^[図‾f)(:八八十仏臨)

　　　　　　十λkx侃χ＋几x心x)(九χ－T≒χ)

　　　　　　十れxら子心x心1')(八,.－7＼.i-)]

いまや(23), (24), (3c-4c)および(5a-6a)の回でX, f, 八づ．

を消去して面―rについて解くことができる．すなわち，(23), (24)を

(5a-6a)に代入することによって凰fを海去し，その結果得られる式

と(3c-4c)との開でんーかを消去することによって，次式が得られる.

　(25)w一戸＝一二1 r図(心x九χ十Okχ2＼-x

　　　　　　　一呪yTly －臨yT四＋Tχ－Ty)

　　　　　　　十{Vy廠y呪χ十λlySkx)

　　　　　　　十叩x(臨x心x十hx心x)}Gし－Tχχ)

10）Atkinson and Stiglitz（1980, p. 181)ではNeary （1978）による別の方法が

　　とられている.
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　　　　　　　　十iVr(ねr心Y十尨r恥r)

　　　　　　　　十Vx臨xSly十几x酸Y)}(几Y－TχΥ)]

　　　　　　ただし　召≡ら＼λ㈲十ηy臨y心十^yOk)

　　　　　　　　　　　　　十叩x(λχχSl十hχ■Sk)

　当然のことであるが，式(25)において似＝砂＝lとおけば，それは式

(22)に等しくなる･

　式(22)および(25)は，各種の租税係数の変化率と要素価格比の変化率

との関係を示しており，これを用いて種々の租税の帰若を分析できる.

　　　　　　　　　　　　3.一般式の分母の符号

　個々の租税の分析にはいる前に，帰若の一般式（22）および（25）の分母，

すなわちAおよび召の符引こついて考えておきたい･ （25）は（22）を特

殊ヶ－スとして含ながら，前者の場合について考えれば十分である. Bの

第2項と第3項の和の符号は, 似, 砂，Oxおよび吋の符号に依存する

　（乙臨は，Ox, 白に依存する．脚注4参照のこと）. 似，Vy, Oxおよび町が

いずれも正であるならば，第2項と第3項はいずれも正になる．

　さて，第1項についてであるが，その符号は岡と㈲に依存する･

一般に，要mm格に「歪み」（distortions）を与える要囚（租税のような）が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H）ないときには，図と剛とは同符号になる，そのことにふれよう．すで

に述べよたように（脚注5）

二尨χλχY一恥χ几r

である･ 尨x≡£x/£，恥y≡瓦r/亙，;,...≡J脳/瓦および尨r≡Lr/Lである

から，これらを上式に代入すると

　　j･　　川＝づづ会づな）

11）Jones （1971, p. 440）による．
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となる･ 敗x＝LχZχ，IkχこKχZχ，呪rこLYﾉYおよび心^ ＝瓦/Yであ

るから，これらを用いて上式をさらに変形すると，次式が得られる．

(a)□＼ ＝祭心x心r(ここ－1

また

圈≡ｲこ　ど]＝心x似r一Ol丿kx

である（脚注6）. ∂^^≡侃χ■WχI♪x，OkΥ≡心Y尺rかY，∂ly≡(Ily Wyかyおよ

び臥X≡心x尺xかxであるから，これらを上式に代入すると

　　　　圈1ｿ亀皿血叩バ?y一亀Y敗x杓Rx）

となる. W晦＝ω几X，刃r＝rア人Y,　Wy = ωlしおよび沢χ＝rTKxである

から，これらを上式に代入して変形すると

（b）圈PxPy
（言八X

■'KY一器一几y八x）

が得られる．

　さて式（a）と（b）により|利と㈲の符号について考えると，まず，

いずれについてもそのかつこの中の式の符号が全休の符号を決めることが

わかる．式（b）における几x，乙)",八Y ，アKXがいずれも1である（す

なわち，要素市場において「歪み」（distortions）が存在しない）」と仮定しよう・

この場合，かっこの中の項について亀x/心x巡亀r/敗Yであるならば，

|刈ミo，圈巡Oが成り立つ．すなわち，岡と剛はつねに同符号にな

る．しかし，租税係数が1より大である（すなわち，すでに各種の租税が課さ

れている）と仮定すると，これらの係数がとる値によっては，|λ|と圈の

　　　　　　　　　　　　12）符号が相具なる場合が起る．

12）圃と|∂|　が異符号になる場合には，供給曲線が右下がりになる（Atkinson

　and Stiglitz（1980, pp. 170-1））.したがって，特にマーシャル的安定条件に照

　らすと，均衡は不安定である．ただ，この場合は現実には起りそうにないといわ

　れる（Neary （1978, p. 672））.
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　ところで式（25）の召の符号についてであるが，その第2項および第3

項が負でない場合には，図と㈲が同符号であれば, 召は正になる．初

期条件として租税が存在しない場合には，図と㈲とは同符号になるか

ら，その場合, 召は正になる．初期条件に租税が存在すれば，図と剛

とは同符号になるとはかぎらず，したがって召の符号も正であるとはか

どらない．

4.帰　肴　分　析

　帰着の一般式（25）により，このモデルに現われる種々の祖税の帰着を

分析することにしよう．その際，さしあたりいかなる租税もかけられてい

ない状態を想定し，そこに租税が微少な税率で導人されるときの帰若を考

える．これは，各種の租税係数か1であるとき（各種の従価税率および従量

税率はゼロであるとき）,す=なわち

　　‥　八χ＝八Y ―几X ―八Y ―J-X＝- Ŷ ―J-

　　　　なχ―'iF―なχ―乱Y―な―た0

　　　　亀χ＝^£Y－Skχ＝^KYうこ^χ-Sy=O

であるときに，問題を考えていることにほかならない．　この場合，各種の

t<J，≒については変化がの概念Uj, 脳は成立しない．ある租税の帰着を

調べようとすれば，式（25）においてその他の租税の租税係数の変化率を

すべてゼロとおいたときの式をつくればよい．

　まず，法人税から取上げよう．このモデルにおけるX財部門が法人部

門で, Y財部門が非法人部門であると想定しよう. （25）のTkx以外の租

税係数の変化率をすべてゼロとおくと

g一仁=一万一[ら＼'>A∂KX一切y('Ky心x十心y匈x)

　　　十Vx(λkxSlx十尨x匈x)}]T‰
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が得られる．この式をSix≡λx匈がχ，恥χ≡恥χ心がχ> 飛χ十恥r＝l，

尨x十尨y ＝1，乾r＋θrx ＝l　および屯y十匈y＝l　の関係を用いて書き加え

ると

(26)面一f＝一千[o'。λ|匈x －り物Y(屁χOKx

　　　　　　　　十恥χθlχ―几χ恥χ)十ηχ尨χねx}]Tχχ

　　13)となる．この式は, ら，Ox, 似，r]r, 脳および貼に複雑な形で依存す

るので，その符号について単純な形の命題で結論を得ることはできない．

　効用関数が相似的である場合には，式(26)はより単純化される．すな

わち，同式において似＝ηYミLとおくと

　　　　面づ゛＝一千レ丿川貼X一心(んX貼X＋λkxθlχ)]?.

　　14)となる．この式の符号について考えると，まず|刈くOのとき，大かっこ

内は負となり，したがって面一r ま正になる．すなわち，法人部門が資本

集約的である場合には，労働所得の分配率が上昇するレつぎに，|λ|＞0

でかつ向＝Oのときは, 面一門ま負となる．すなわち，法人部門が労働集

約であり，かつそこでの要素結合が固定的である場合には，資本所得の分

配率が上昇する．また, Iλ|＞Oである場合，出向が大きいほど，(2)ffx

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15)が小さいほど，そして(3)＼川が大きいほど, 仙一朗ま大きくなる･

　つぎに，利別消費税の帰若を取上げよう．　X財に課税されると想定し

よう. (25)において'i≒を除くすべてのTをOとおくと，次式が得られ

る.

　(27)∂一戸＝一千心IXI 谷

j
j
j

3
■
^

L
O

1
1
1
1

　これは, Atkinson and Stiglitz（1980,p. 182）における式（6 -25）である．

　これは, Atkinson and Stiglitz（1980, p. 175）における式（6 -17）である．

　これらの諸点についてはAtkinson and Stiglitz（1980, p. 175）に述べられて

いるとおりである.
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ら＞Oと仮定すると, 胴妻oならば, 面一戸三〇である．すなわち，課税

対象になる部門（X財部門）が労働集約的である（んx一心x＞0，したがっ

て尨x＞λKx）ならば，税負担が労働所得に帰首し，資本集約的である

（尨xく恥X）ならば，資本所得に帰着する．　要素集約度が等しければ，分

配率は変らない．

　個別消費税は，その部門のすべての要素利用に対する税とmmの点て|司

じであることを示すことができる．すなわち, （25）において几x ＝ﾌﾞこ

とおき，他のTをOとおくと, （27）と同じ式が得られる．

　個別消費税から特定の要素にかけられる税に目を転じよう．労働または

資本に課税されるケースが考えられるが，資本に課税されるケースを例に

とろう．式（25）においてJ- KX~ - K̂Y―几とおき，他のTをOとおくと，

次式が得られる，

(28)面－か=－シレ。関＼0＼＋妬恥バ脳十八y恥x)十公石}!-臨がx}

　　　　　　　　十{旅心YねY,Jy十Vx(廠xSly ＋乙χ恥y)}]Tk

ら，Ox, 町, 旅およびひが正であると仮定すれば，上式は正になる．

このモデルでは，各要素の供給は一定であるから，直観的には特定の要素

に対する課税は，その要素への分配率を低下させるはずだと思われよう.

(28)はこの直観を裏書舎する･

　最後に，もっとも一般的な税の帰着について考えよう．まず，すべての

要素に一定率でかけられる税(すなわち，付加価値税または比例所得税)を取

　　　　　　　　　　　　　　　　　入　　〃　　〃　　　卜　　　〃上げてみよう. (25)において　八x- ＝几Y ＝-'■KX ＝J-KY ―石とおき，他の

夕をOとおくと，次式が得られる．

（29）面→

　　　　＝O　　　　印ごﾄθ。－θ。一θ。＝0マy　　　　　　　＝O　　　（心y＋匈X一心Y－0KY＝Qである）

この税は，分配率を変えない．つぎに，すべての生産物に一定率でかけら
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れる税（すなわち，一般売上税または比例的総合消費税）の場合を考えよう.

（25）においてT^ ＝Tr＝石とおくと，やはり泌→゛＝oとなる．以上に

より，一般的な税は，要素と生産物のいずれにかけられようと，帰着の点

では中立的であることが確認される．

　これまでの論議では，当初にいかかる税もかけられていないとの仮定を

おいていた．この仮定を落すと，すでに前項で述べたように，岡と＼o＼

は同証引こなるとはかぎらない．その結果，帰前式の分母は正であるとは

かどらず，式全休の符号は分子だけでは決まらなくなる．
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